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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
湯

川
 

一
郎

 

◇◇ ◇◇
持

経
宿

持
経

宿
持

経
宿

持
経

宿
～～ ～～

転
法

輪
岳

転
法

輪
岳

転
法

輪
岳

転
法

輪
岳

・・ ・・
倶

利
迦

羅
岳

倶
利

迦
羅

岳
倶

利
迦

羅
岳

倶
利

迦
羅

岳
    

実
施

日
；

平
成

２
７

年
１

２
月

３
０

日
（

水
）

快
晴

 

◇◇ ◇◇
行

仙
宿

行
仙

宿
行

仙
宿

行
仙

宿
～～ ～～

行
仙

岳
行

仙
岳

行
仙

岳
行

仙
岳

・・ ・・
倶

利
迦

羅
岳

倶
利

迦
羅

岳
倶

利
迦

羅
岳

倶
利

迦
羅

岳
    

実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

１
月

０
１

日
（

金
）

快
晴
 

  
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
入

会
以

前
か

ら
玉

置
山

、
笠

捨
山

、
涅

槃
岳

、
中

八
 

人
山

な
ど

の
大

峰
南

部
の

山
に

登
っ

て
は

い
ま

し
た

が
、

大
部

分
が

単
独

マ
 

イ
カ

ー
の

私
に

と
っ

て
は

ピ
ー

ク
ハ

ン
ト

の
登

山
と

な
っ

て
い

ま
し

た
。

 

 
今

回
、

帰
省

し
た

機
会

に
ピ

ー
ク

ハ
ン

ト
し

た
山

と
山

を
つ

な
ぐ

た
め

、
 

今
回

は
持

経
宿

か
ら

行
仙

宿
を

線
で

つ
な

ご
う

と
思

い
、

事
前

に
沖

﨑
さ

ん
 

か
ら

白
谷

・
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

の
鍵

を
お

借
り

し
ま

し
た

。
 

 

平
成

２
７

年
１

２
月

３
０

日
、

持
経

宿
か

ら
行

仙
宿

を
日

帰
り

で
歩

く
計

 

画
で

持
経

宿
に

向
か

っ
た

。
 

 
こ

れ
ま

で
幾

度
か

未
舗

装
路

で
の

パ
ン

ク
経

験
も

あ
り

、
慎

重
に

運
転

し
 

て
い

た
も

の
の

、
な

ん
と

ゲ
ー

ト
先

２
．

３
キ

ロ
の

地
点

、
路

面
が

石
で

少
 

し
盛

り
上

が
っ

て
と

こ
ろ

を
通

過
し

た
際

、
左

前
タ

イ
ヤ

の
側

面
に

石
が

擦
 

れ
パ

ン
ク

。
す

ぐ
に

ス
ペ

ア
タ

イ
ヤ

に
交

換
、

持
経

宿
に

着
く

と
２

９
日

か
 

ら
入

宿
の

青
木

さ
ん

が
朝

ご
飯

を
食

べ
て

い
る

と
こ

ろ
で

し
た

。
 

東
京

か
ら

の
突

然
の

珍
客

に
、

今
日

は
是

非
泊

ま
っ

て
い

き
な

さ
い

と
の

 

お
言

葉
を

頂
戴

し
た

も
の

の
、

パ
ン

ク
の

話
を

し
、

本
日

は
倶

利
迦

羅
岳

を

往
復

し
日

帰
り

で
下

山
す

る
と

伝
え

出
発

し
た

。
 

平
治

ノ
宿

に
立

ち
寄

り
室

内
を

確
認

、
転

法
輪

岳
に

向
う

。
今

日
は

暖
か

く
無

風
状

態
、

ヒ
メ

シ
ャ

ラ
の

美
し

い
樹

間
か

ら
中

八
人

山
が

望
ま

れ
た

。
 

 
倶

利
迦

羅
岳

山
頂

で
は

大
台

ケ
原

、
孔

雀
岳

・
釈

迦
ヶ

岳
・

証
誠

無
漏

岳

か
ら

中
八

人
山

へ
の

稜
線

が
見

渡
せ

た
。

１
２

月
２

８
日

に
登

っ
た

風
屋

ダ

ム
の

法
主

尾
山

の
ブ

ナ
平

か
ら

見
た

釈
迦

ヶ
岳

に
は

、
う

っ
す

ら
と

雪
が

つ

い
て

い
た

が
、

今
日

は
全

く
雪

が
つ

い
て

い
な

い
。

 

 
 

 
 

 
展

望
を

満
喫

し
、

青
木

さ
ん

か
ら

確
認

依
頼

の
あ

っ
た

倶
利

迦
羅

岳
直

下

の
巻

道
を

通
っ

て
み

た
と

こ
ろ

、
問
題

と
な

る
箇
所

は
な

か
っ

た
。
鎖
場

の

道
は

い
ず

れ
石

が
崩

れ
落

ち
、

通
行

が
難

し
く

な
る
よ

う
だ

。
 

 
持

経
宿

に
戻

り
、

暖
の

あ
る

室
内

で
昼

食
、

青
木

さ
ん

か
ら
コ

ー
ヒ

ー
を

煎
れ

て
い

た
だ

き
、
再

度
パ

ン
ク

し
な

い
よ

う
十

分
注
意

し
帰
途

に
つ

い
た

。
 

 
新

宮
に
戻

り
、
オ

ー
ト
バ
ッ

ク
ス

で
同
じ

タ
イ

ヤ
が

あ
る

か
確

認
、

運
よ

く
在
庫

が
あ

り
交

換
し

た
。

 

 
早
速

、
リ
ベ

ン
ジ

を
図

る
べ

く
、
元
旦

に
行

仙
宿

に
向

っ
た

。
浦

向
ま

で

く
る

と
昨
晩

の
雨

で
路

面
が
濡

れ
て

お
り

、
４

２
５
号

線
の

上
部

で
一

部
凍

結
箇
所

が
あ

っ
た

が
、

無
事

に
補
給

路
登

山
口

に
到

着
。

 

 
浦

向
か

ら
の
合
流

点
で

は
、
薄

く
凍

っ
た

道
を
ガ
サ
ゴ
ソ

と
音

を
慣

ら
し

な
が

ら
登

る
。

行
仙

宿
玄
関

の
温

度
計

は
０

．
５

度
。

 

中八人山 



 
行

仙
岳

の
巻

道
、
怒
田

宿
跡

で
は

雪
が

８
割

、
路

面
露

出
が

２
割
程

度
、

倶
利

迦
羅

岳
山

頂
に

は
ほ

ん
の

少
し

雪
が

つ
い

て
い

た
。

復
路

は
行

仙
岳

山

頂
に

立
ち

寄
り
西

側
の

展
望

を
楽

し
む

。
倶

利
迦

羅
岳
よ

り
も

行
仙

岳
の
方

に
雪

が
多

く
つ

い
て

い
た

。
 

 
 

 
行

仙
宿

ま
で
降

り
て

く
る

と
風

も
な

く
、
陽

の
あ

た
る
場
所

で
笠

捨
山

を

望
み

な
が

ら
昼

食
を

と
り

、
補
給

路
登

山
口

へ
下

山
し

た
。

 

 
今

回
、

パ
ン

ク
と

い
う

お
土
産
付

き
の

山
行

で
は

あ
り

ま
し

た
が

、
点

と
 

点
を
結
び

線
と

な
っ

た
喜
び

が
あ

り
ま

し
た

。
今
後

、
太
古

の
辻

か
ら

涅
槃

 

岳
、
五

大
尊

岳
か

ら
本

宮
ま

で
の
区

間
を

つ
な
げ

て
い

き
た

い
と
考

え
て

い
 

ま
す

。
 

 
 

 
 

行
動

行
動

行
動

行
動

タ
イ

ム
タ

イ
ム

タ
イ

ム
タ

イ
ム

    

◇◇ ◇◇
平

成
平

成
平

成
平

成
２

７
２

７
２

７
２

７
年年 年年

１
２

１
２

１
２

１
２

月月 月月
３

０
３

０
３

０
３

０
日日 日日

    

 
新

宮
5：
4
3
→
7：
1
1
ゲ

ー
ト
7：
1
4
→
7：
2
4
タ

イ
ヤ

パ
ン

ク
7：
3
9
→
7
：

5
4
持

経
宿
8
：
1
0
→
8
：
5
9
平

治
ノ

宿
9
：
0
4
→
9
：
2
4
転

法
輪

岳
9
：
3
1
→

9
：
5
8
倶

利
迦

羅
岳
1
0
：
1
5
→
1
0
：
5
0
転

法
輪

岳
1
0
：
5
5
→
1
1
：
0
8
平

治

の
宿
1
1
：
1
0
→
1
1
：
5
8
持

経
宿
1
2
：
4
0
→
1
5
：
0
4
新

宮
 

 

◇◇ ◇◇
平

成
平

成
平

成
平

成
２

８
２

８
２

８
２

８
年年 年年

１１ １１
月月 月月

１１ １１
日日 日日

    

 
新

宮
7
：
2
1
→
9
：
0
1
補
給

路
登

山
口
9
：
1
3
→
9
：
5
3
行

仙
宿
1
0
：
0
3

→
1
0
：
3
8
怒
田

宿
跡
1
0
：
3
8
→
1
1
：
3
8

倶
利

迦
羅

岳
1
1
：
5
5
→
1
2
：
5
3

怒
田

宿
跡
1
2
：
5
7
→
1
3
：
1
5
行

仙
岳
1
3
：
2
0
→
1
3
：
4
0
行

仙
宿
1
3
：
5
7

→
1
4：
2
9
補
給

路
登

山
口
1
4：
3
8
→
1
4：
5
2
白

谷
ト

ン
ネ
ル

東
口
（

立
寄

）

1
4
：
5
3
→
1
6
：
2
4
新

宮
（
不
動

ト
ン
ネ
ル

・
宮
井

大
橋

経
由

）
 

  

行仙岳 


